
 

 

  

 

  

  

 

   

 

  

                                         

 

 

 

 

    

   

 

    

 

 

 

 

 

   

育目標 

    

こころの日保育目標 

 

 

 

 
 

 

第２１１号                      
学 園 だ よ り 

光の子 令和５年１１月１日 

光 明 高 倉 保 育 園 

※上記予定について延期・中止の場合は別途お知らせします。 

※避難訓練、不審者対応訓練は予告なしで実施いたします。                   

 

ひなたぼっこ 

https://www.takakura-hoikusyo.net 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金にご協力いただき、ありがと

うございました。皆様から寄せられた募金は、東京

都共同募金会へ送金致します。 

 

赤い羽根共同募金 

 

今月の行事 
 

５歳児(道組) 

・季節の自然や行事への関心を深め、積極的に遊びの

中に取り入れて楽しむ。 

４歳児(和組) 

・季節の移り変わりに気づき、自然に興味、関心を持

つ。 

３歳児(愛組) 

・自分の思いを、言葉や動作で表しながら活動に取り

組む楽しさを味わう。 

２歳児(心組) 

・保育者や友だちと、言葉のやり取りやごっこ遊びを 

 楽しむ。 

１歳児(輝組) 

・簡単な言葉やしぐさで思いを伝え、保育者や友だち

と関わることを楽しむ。 

０歳児(純組) 

・戸外遊びや散歩で体をたくさん使って遊んだり、 

 探索活動を楽しむ。 

 

どこまでもやり抜こう 

保育目標 

赤や黄色のカラフルな葉が、秋から冬への移り変

わりを教えてくれます。子どもたちは落ち葉を踏ん

だり、踏んだ時の音を楽しんだりしながら、秋の自

然を十分に感じています。 

季節の変わり目は風邪をひきやすくなりますの

で、予防をしながら元気に乗り切っていきましょう。 

 

１２月２日（土）は、ひかりの子どものゆうぎか

いです。子ども達の毎日の遊びや活動の中から生ま

れた表現活動をご覧いただきます。 

詳細は別紙にてお知らせ致します。 

ひかりの子どものゆうぎかい 

１日（水） 身体測定（幼児） 

２日（木） 身体測定（乳児） 

      高尾山登山（予備日） 

３日（金） 文化の日 

８日（水） 内科健診（乳児） 

ひかりのひろば 

１１日（土） 多摩養育園福祉まつり 

１４日（火） 書道（道組） 

１５日（水） 創設者生誕祭・七五三 

       ベビーひろば 

       園庭開放 

 

 

 
 

１７日（金） 誕生会 

２０日（月） 内科健診（幼児） 

２２日（水） ありがとうの日（道組）☆ 

       ベビーマッサージ 

２３日（木） 勤労感謝の日 

２８日（火） 遊戯会リハーサル① 

２９日（水） 遊戯会リハーサル② 

 

※☆印は道組保護者の参加行事です。 

 

 

 

 

 

 

 

勤労感謝の日  
 

１１月２３日は「勤労をたっとび、生涯を祝い、

国民たがいに感謝しあう」ことを目的に定められた

国民の休日です。保育園では、「働く人々へ感謝の気

持ちを持つこと」をねらいとし、地域の方やいつも

頑張っているお母さんやお父さんへ「いつもありが

とう」の気持ちをこめてプレゼントを作ります。 

 

  

 

このようなねらいをふまえて、今回は勤労感謝の

日にちなんだプレゼント製作のアイデアを紹介しま

す。 

 

日頃からお世話になっている地域の方や職員など

に贈って感謝の気持ちを伝えてみましょう。 

 

第１５回 多摩養育園福祉まつり ２０２３ 

           ～未来へつなごう 地域の輪～ 

 地域の皆様と協力しながら相互に福祉への関心を深め、地域福祉の発展を目的

として始まった多摩養育園福祉まつりも、今年で１５回目をむかえます。今年の

福祉まつりは、ワークショップ・マルシェ・福祉何でも相談など、多摩養育園各

１３拠点にて様々なイベントを開催。皆様のお越しをお待ちしております。各拠

点イベント詳細については、QR コードを読み取りご覧ください。 

【日時】 

１１月１１日（土）１０時スタート 

【開催拠点】 

光明八木町、光明楢原、光明椛、鑓水の里、犬目の里、いきいきプラザ、光明 

千手、光明第四、光明雲龍、光明第六、光明第八、光明石川、光明府中南 

  

着替えの際に、洋服が着られず困っていた２歳

児クラスの E ちゃん。その姿を見つけた H ちゃ

んは、すぐに駆け寄り、「こうだよ」「腕通して」

「そうそう」と優しく声をかけながら手伝ってあ

げていました。しばらく時間はかかりましたが、

着ることが出来ると嬉しそうな表情で「ありがと

う」と伝える姿を見て、友達同士の関わりの大切

さを感じ、心温まる瞬間でした。 


